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 先月の第２回研究発表会につづき、「古典テキストの校訂に関する国際共同研究」「古典テキストの校訂に関する国際共同研究」「古典テキストの校訂に関する国際共同研究」「古典テキストの校訂に関する国際共同研究」（（（（第２第２第２第２分科会）分科会）分科会）分科会）の第３

回研究会が開催された。今回は、平安時代の物語文学、およびドイツ文献学に関する発表と全体討議が行なわ

れた。 

 最初は、早稲田大学文学学術院・早稲田大学文学学術院・早稲田大学文学学術院・早稲田大学文学学術院・陣野英則教授による「平安時代陣野英則教授による「平安時代陣野英則教授による「平安時代陣野英則教授による「平安時代物語文学の本文校訂――『源氏物語』物語文学の本文校訂――『源氏物語』物語文学の本文校訂――『源氏物語』物語文学の本文校訂――『源氏物語』

と『うつほ物語』の場合――」と『うつほ物語』の場合――」と『うつほ物語』の場合――」と『うつほ物語』の場合――」と題された発表であった。

はじめに、『源氏物語』は物語文学（つくり物語）ゆえに、

文学ジャンルのなかでも劣位に置かれてきたが、平安時代末

からは徐々に権威化され、多数の伝本や注釈が生み出されて

いったことが確認された。次に、各証本（定家本、河内本）

の特徴や写本の状況をおさえつつ、近現代に焦点をあて、『源

氏物語』では本文を尊重する傾向（すなわち、校訂に対する

消極的な姿勢）が強いことが指摘された。そして発表終盤で

は、本文校訂なしには読むことができないテキストの例とし

て、『源氏物語』および『うつほ物語』の本文の一節を具体的に挙げながら、現代における校訂作業の課題のみ

ならず、その必要性と可能性についても言及された。 

 つづいての発表は、早稲田大学文学学術院・早稲田大学文学学術院・早稲田大学文学学術院・早稲田大学文学学術院・藤井明彦教授藤井明彦教授藤井明彦教授藤井明彦教授によるによるによるによる「ドイツにおけるテキスト校訂の歴史「ドイツにおけるテキスト校訂の歴史「ドイツにおけるテキスト校訂の歴史「ドイツにおけるテキスト校訂の歴史

と現状」と現状」と現状」と現状」であった。まず、ドイツにおけるテキスト校訂方法の歴史のなかでは、「著者の認可した版

（autorisiert）」の有無が、重要な尺度として機能してき

たことが示され、その尺度が一般化した前後（すなわち１

７～１８世紀以前と以降）に分けて校訂方法の特徴が整理

された。たとえば、「著者の認可した版」が存在しない中

世～１７世紀頃までのテキストには、最古のテキスト段階

を意味する「アーキタイプ」の再建を目指す校訂方法もあ

れば、New Philologyに代表される伝承テキストの脱序列

化（序列の解体と平準化）にいたるまで、様々な方法が試

みられていることが具体例と共に紹介された。また、New 
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Philology による問題点と成果についても詳しく解説されるなど、興味深い事例を交えながら現在の文献学に

至る流れが示された。 

 発表後の全体討議では、本文校訂が不可欠な作品にもかかわらず校訂方法の理論化が疎かにされてきたこと

について意見交換があったほか、日本近代以降の校訂技術とドイツ文献学との関わりについても質疑があった。

また「歴史的・本文批判的校訂版」は、誰がどのような資格のもとでつくり得るのかという観点からも活発な

議論が交わされた。 

一般に、日本における本文校訂の技術は、ドイツ文献学の影響を受けて展開してきたといわれるが、今回の

二つの発表と全体討議では、日本とドイツ（あるいは平安物語文学とドイツの「古典」テキスト）における具

体的な共通点・結節点のみならず、その齟齬についても示されるなど、今後さらに拡がりを持つ視点が数多く

提示され非常に実り多い研究会となった。 

 次回の第４回研究会は、7月20日（土）に開催を予定しており、ギリシア・ローマ古典文学とフランス文学の

研究者が、それぞれ発表を担当することになっている。 

（報告 塩野加織） 


